
横浜市では、地域の皆様で取り組む身近な課題解決のための施設整備を応援します。

スロープや手すりを
整備して誰でも来られる
交流施設にしよう

みんなの憩いの場に

花壇を整備したい

道に愛称をつけて

看板を設置しよう

空き家のキッチン
を整備して、子ども食堂
として活用したい

坂の途中で
一休み出来る

ベンチが欲しい

区と地域で策定されたプランの取組

地域福祉保健計画など

自治会町内会などの

地域活動を行う組織
※支援にあたりグループ登録していただきます。

助成
上限 100 万円（９割助成）

随時
相談受付中

詳しくは
ホームページへ



まちづくり活動は、どのように広がっていますか？

「教会通り」と名付けられたことから教会でコンサートを開催したり、
「神橋さくら通り」では植樹イベントなど緑化、防災など地域で連携した活動が
広がっており、今後は地域内の単位町会でも同様の愛称決めが検討されている。
令和元年度に六角橋北町自治会で実施した３つの坂は、すでにゼンリン地図にも
掲載されており、４つの通りもGooglemapに載ったり、タクシーに乗ったら
わかってもらえるくらい浸透させていきたい。

整備のきっかけは？

我々の地区が古い住宅が密集している重点対策地域（不燃化推進地域）
ということが判ったが、昔はあった目印になるような商店などが
無くなり、場所の特定や説明に時間が掛かったため、災害時など
いざという時に自分の居場所を伝えられるように。また、パリでは
すべての通りに名前があり、その通りで育ったという自負がある。
絶対に通りに名前があった方が良いという事でプロジェクトが始まった。

具体的な整備方法は？

愛称については、町内のあらゆる場所に投票箱を設置して
地域住民に投票していただいたり、プレートデザインを
小、中学生にお願いするなど地域住民を巻き込んだ。

わが町六角橋の愛称プロジェクト
左：岩崎さん　右：森さん

〈令和３年度の整備事例〉
　事業内容：道の愛称板等の整備
　　　　　　（神奈川区六角橋）
　助成額：約50万円

令和４年度インタビュー時点

地域
まちづくり
事例集

市民主体の身近な施設整備支援に
関するお問い合わせは、
都市整備局地域まちづくり課まで

TEL：045-671-2696　　E-MAIL：tb-suisinjorei@city.yokohama.jp

※現在ページ
　作成中
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